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開催に際して 
 

関西大学大学院十研究科 
院生協議会 会長 山中崇史 

 
 
 本日は、お忙しいなか、関西大学大学院院生合同学術大会にご参加いただき、誠にありがとう

ございます。本年度も、毎年恒例の研究大会を無事に開催できることを大変喜ばしく思います。

昨年度に引き続き、九研究科合同での開催となりましたが、例年同様、本年度も充実した研究発

表や議論が行われる大会となることを期待しております。 
 
 本大会は、各研究科の院生が日頃の研究成果を発表しあう場であるとともに、所属する研究科

だけではなく、他研究科の研究発表にも参加できる貴重な機会です。さらに本年度は、法学、経

済、外国語教育学、心理学、東アジア文化の五研究科が講演会を開催する予定となっております。 
 発表者だけではなく、参加者全員がこの大会を通して多くの刺激を得ていただきたいと思って

おります。今回の経験が皆様の今後の研究を進展させていく上で有意義なものとなることを心よ

り願っております。 
 
 最後になりましたが、本大会の開催にあたり、ご協力を頂いた皆様方に厚く御礼申し上げます。 

 

 

以上 
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2017 年度 院生合同発表大会 発表者リスト 

 

研究科名 月日 教室 
タイム 

スケジュール 
発表者名 演題 

社会学 
11 月 30
日(木) 

411 
(14) 

15:30-16:00 水出幸輝 
戦時体制と関東大震災の記憶：戦前・戦中・戦後

における「震災記念日」報道を手がかりに 

商学 

11 月 30
日(木) 

402 
(30) 

9:00-9:30 向真央 社債市場における利益の有用性に関するレビュー 

10:00-10:30 王婉琳 
日本のドラッグストアの中国市場進出における市

場研究 

13:00-13:30 魏子傑 台湾金融政策の時系列分析 

12 月１

日(金） 

404 
(30) 

10:00-10:30 賈 心宇 中国での BOP ビジネスに関する農村調査 

10:30-11:00 趙 琛 
物流産業における現状と課題-宅配便サービスを

中心に- 

11:00-11:30 李晨璐 
オンラインサービスにおける顧客満足と再利用意

図に関する研究ー中国出前「餓了麼」を事例にー 

406 
(24) 

13:00-14:00 
梅垣 菜穂子 

(商学) 
CFC ルール適用後の株式譲渡と課税関係 

12 月 2
日(土) 

403 
(30) 

14:30-15:00 劉 旭日 中国「独身の日」Tmall における消費者購買行動 

15:00-15:30 陳雪松 中国企業の知的財産管理現状 

経済 
11 月 30
日(木) 

504 
(24) 

13:00-13:30 守部 良平 
日本における寄附金税制の諸問題について －所

得税法 78 条・地方税法 314 条を中心にー 

13:30-14:00 段 冰玉 電力自由化が CO2排出量に与える影響 

14:00-14:30 藤田 知也 地方鉄道の需要に関する一考察 

14:30-15:00 田中 知佐 シティープロモーションについて 

15:00-15:30 樋口 貴大 
宅地の相続と相続税に関する一考察 －措置法

69 条の 4 と課税最低限を中心としてー 

506 
(24) 

13:00-13:30 若林 優哉 酒税法の諸問題 

13:30-14:00 竹田 明稀 
固定資産税の適正な課税について －負担調整と

特例措置を中心にー 

14:00-14:30 楊 冉冉 消費に関する経済成長 

14:30-15:00 三方 真理子 法人税法の課税ベースのあり方について 

15:00-15:30 袁 若愚 
自動車新エネルギー革命における中国電気自動車

の展開について －BYO を例としてー 

15:30-16:00 城本 行馬 所得税の課税最低限について 

 
 

 

 

 

 



3 
 

法学 

11月 30
日(木) 

405 
(24) 

9:00-9:30 北橋 幸典 租税法における住所に関する一考察 

9:30-10:00 木部 学 公正処理基準(法人税法 22 条 4 項)に関する一考察 
10:00-10:30 沖野 寛子 国際相続における外国税額控除に関する一考察 
10:30-11:00 鄭 元模 損害賠償請求権の益金計上時期(仮) 

11:00-11:30 大西 陽奈 
法人税法における同族会社の行為計算の否認規定

について 
11:30-12:00 高井 有希 企業再生と課税 
15:00-15:30 近藤 みさき 保険取引に係る課税問題についての一考察 
15:30-16:00 田中 勇二 事業譲渡における無形資産の取り扱い 
16:00-16:30 山下 龍志 事業承継による法人税法 132 条の適用可能性 
16:30-17:00 長岡 有希子 CSR(企業の社会的責任)関連支出の損金性について 

17:00-17:30 川端 千可 
国境を跨ぐ金融資産を含む金融所得課税のあり方

についての一考察 

17:30-18:00 中谷 由里恵 
国外関連者に対する寄付金課税と移転価格課税と

の適用関係 

12 月 1
日(金) 

406 
(24) 

9:00-10:00 加野 裕幸 国税債権と将来債権譲渡担保 
10:00-11:00 前田 剛 フリンジ・ベネフィット課税に関する一考察 

11:00-12:00 杉本 珠代 
匿名組合契約の所得課税に関する一考察 
―投資型クラウドファンディングに係る課税関係

を含めて― 

13:00-14:00 
梅垣 菜穂子 

(商学) 
CFC ルール適用後の株式譲渡と課税関係 

14:00-15:00 吉村 巳佐子 相続税法における「耕作権」の評価に関する一考察 
15:00-16:00 岩瀬 麻美子 株式報酬課税に関する一考察 

405 
(24) 

13:00-14:00 河上和夫 大平正芳と環太平洋連帯構想 
14:00-15:00 江口直希 朝鮮戦争と日本の協力体制 

15:00-16:00 左春梅 
盧溝橋事件をめぐる日中交渉から見る日中全面戦

争の回避可能性 

16:00-17:00 森暁洋 
神聖ローマ帝国における国王カンマー裁判所をめ

ぐる研究動向 

12 月 2
日(土) 

408 
(24) 

9:00-10:00 髙木 亮 外国子会社合算税制の適用除外基準の一考察 

10:00-11:00 寺田 浩二 
移転価格税制におけるグループ内金融取引に関す

る一考察―債務保証を題材として― 
11:00-12:00 飯田 広美 租税法不遡及の原則に関する一考察 
13:00-14:00 野村 一喜 事業承継税制に関する一考察(仮) 

14:00-15:00 松井 慎司 
所得税法における家族に支払う対価についての一

考察 
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外国語 
12月2
日（土） 

507 
(42) 

13:00-13:20 楊馳 
現代中国語における動詞の二字語化現象について-日本

語語彙の影響を中心に- 

13:30-13:50 李彦和 
キャリアデザインの視点から捉える日本語教員養成-学
部生の経験と結びつく学びと気づき 

501 
(64) 

13:00-13:20 周菁 
日中同形の二字漢語形容動詞に関する一考察-辞書とコ

ーパスを中心に- 

13:30-13:50 崔惠善 近代語の還流-「冒険」を中心に 

心理学 
11 月

30 日

(木） 

508 
(42) 

14:00-14:30 栁内景太 
心理アセスメントに基づく書字に困難を示す発達障害

児への書字支援—視知覚困難と不器用さに焦点を当てて

— 

14:40-15:10 佐藤栄晃 
心理学研究におけるテキストマイニングの利用（入門

編） 

15:20-15:50 禹梨奈 
日本と韓国における親教育の研究動向ー子育て支援の

視点から親支援の視点へー 

16:00-18:00 
並木崇浩・

小野真由子 
新しい対話の方法、PCAGIP を体験しよう 

ガバナンス 
12月1
日（金） 

502 
(49) 

10:00-10:30 劉璐 資生堂の中国経営戦略 
10:40-11:10 福井久史 日本企業のコーポレートガバナンスの現状 
11:20-11:50 呉孜愷 中国企業の日本進出 
12:40-13:10 窪田英孝 地方鉄道政策 
13:20-13:50 張琳 中国の貧困問題における NPO の役割 
14:00-14:30 菊森智絵 町屋再生-歴史・特徴・流通- 
14:40-15:10 橋本莉佳 戸籍制度の持つ意味の変化 

15:20-15:50 周宗儀 
台湾と日本の介護システムにおける給付システムの変

化 
16:00-16:30 友澤祐太 日韓議員連盟の役割の変容 
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文学 

11 月

30 日

（木） 

203 
(54) 

13:30-14:00 深川愛 椎名麟三「邂逅」論─愛と自由をめぐって─ 
14:00-14:30 卓安 高橋和巳『堕落』論ー作品の成立過程を中心に 
14:30-15:00 周文静 「女帝遺書」における呂太后の人間像 
15:15-15:45 吉田 拓也 谷崎潤一郎「白昼鬼語」と近代における視覚性について 
15:45-16:15 辰島由樹華 『古事記』 大后石之日売命について 
16:30-17:00 大西 春香 国宝『信貴山縁起絵巻』第一巻「山崎長者巻」復元試考 

17:00-17:30 中川寛之 
愛媛県南予地方の方言文末詞「テヤ」と共起する文タイ

プ 

12月1
日（金） 

202 
(36) 

13:30-14:00 王繹舒 「蘇軾のユーモア詩について」 
14:00-14:30 向煉 「明代人情小説に於ける悪質な僧尼」 

14:30-15:00 吳雨清 
「鮑照の詩歌制作における時代状況の反映および曹植

詩の影響について」 
15:30-16:00 陳駿千 「蓬左文庫蔵『三国志演義』について」 
16:00-16:30 滕斐窈 「芥川龍之介と『聊斎志異』」 

512 
(14) 

14:00-14:30 西垣江利子 
クリストファー・ドレッサーの作品にみられる日本の文

様とデザイン理論 
14:40-15:10 森口麻利絵 ルノワールの黄色とモデリング変化 

508 
(42) 

10:30-11:00 北健吾 古代日本人の他界観―仏教の影響を中心に 
11:00-11:30 三本賢治 ハイデガーの Gestimmtheit―風景成立の視座から― 
11:30-12:00 伊藤耕一郎 パワースポットを訪れる人々―実態とその類型化 
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東アジア

文化 

11 月

30 日

（木） 

以文館 4

階 セ ミ

ナ ー ス

ペース 

13:30-14:00 

カラヴァエ

ヴァ・ユリ

ヤ 

池大雅の二十代における制作－延享１年（1744）から寛

延 2年(1749)までの作品をめぐってー 

14:00-14:30 王 淇瑩 清末に中国人による英語教科書についての考察 

14:30-15:00 孫 東芳 
『婦女新聞』から見る女子英学塾の諸相―1900 年より

1930年まで― 

15:00-15:30 韓 莉 王陽明と王艮の「聖人論」についての考察 

15:45-16:15 日比野晋也 『無為清浄長生至真人語録』について 

16:15-16:45 林 铭珊 日本汉语教科书《军用支那语大全》研究 

16:45-17:15 当智 インド仏教における仏塔とチョルテンの比較研究 

17:15-17:45 王 超恒 
『三国志演義』の日本語訳本について―明治以降を中心

に 

12月 1

日

（金） 

10:00-10:30 屈 竪萌 
『窓際のトットちゃん』に関する中国語翻訳本の対比研

究 

10:30-11:00 張 淑婷 『天義報』における日本的受容 

11:00-11:30 

李  鍾 協 

(イ  ジョ

ンヒョプ) 

文禄の役における朝鮮在陣大名の動向に関する一考察 

11:30-12:00 西田周平 
帖佐平山氏に関する一考察―平山氏と大隅国正八幡宮

との争論を中心に― 

12:00-12:30 角野有果里 文化交渉学における文化概念と学的基準の模索 
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関西大学大学院法学研究科院生協議会主催 院生合同学術研究大会講演会 

  

細水兼二郎先生による特別講演会 
『移転価格税制について～実務的側面から～』 

  

講演者 ： KPMG 税理士法人大阪事務所 シニアマネージャー 細水 兼二郎 先生 
 
場 所 ： 関西大学 尚文館 507 教室 
 
日 時 ： 2017年 11月 30日（木） 13 時 00分～14時 30分 

 
 

 
近年、グローバルなビジネスモデルの構造変化が進んでおり、多国籍企業の事

業活動に関する透明性を高め、移転価格税制を適切に執行することが求められて

います。わが国においても、OECD における BEPS プロジェクトの最終提案に

基づき、新たな移転価格文書の作成義務に関する税制改正が行われ、今後多国籍

企業グループは、国別報告書、マスターファイル、ローカルファイルの 3 種類の

移転価格文書の作成が求められることとなりました。 
 本講演会は、国際税務の最前線で仕事をされている細水先生が、移転価格税制

について、実務的側面からお話しくださる貴重な機会です。 
多数の皆様のご来場をお待ちしております。 

 
 

 

氏名 細水 兼二郎 

所属 KPMG 税理士法人 国際事業アドバイザリー（移転価格部門）   

役職／資格 シニアマネージャー／税理士 

経歴 

一般事業会社にて経理業務、グループ関連会社に対する経営管理業務に従事。2004 年 1 月に KPMG 税理

士法人（移転価格部門）に入所後、様々な業種の多国籍企業に対する移転価格税制に関するアドバイザリー

業務（グローバル移転価格ポリシー策定、BEPS 新移転価格文書化対応、米国・欧州・アジア諸国との二国

間 APA 支援業務を含む）に携わる。 

2012 年 1 月より 2 年間 KPMG シンガポール事務所に赴任し、ASEAN 地域における日系企業に対する移転

価格アドバイザリー業務を提供。2014 年 1 月より KPMG 日本（大阪事務所）に帰任。 

関西大学大学院法学研究科修了（租税法専攻）。税理士。 

 
本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

法学研究科 沖野寛子（院祭担当）＜k314423@kansai-u.ac.jp＞ 



2017.12.1（Fri）
16:20～17:50

尚文館5階 508教室

参加無料・予約不要

関西大学大学院心理学研究科院生協議会主催2017年度大学院院生合同学術研究大会講演会

講師：濱田 大佐氏
【講師略歴】
関西大学大学院心理学研究科 博士課程前期課程 修了
京都大学大学院人間・環境学研究科 博士後期課程 編入学
京都大学大学院人間・環境学研究科 博士後期課程 修了
京都大学大学院人間・環境学研究科 齋木研究室研究員（現在に至る）
【主要論文】
Hamada, D., Yamamoto, H., & Saiki, J. 「Multilevel analysis of individual 
differences in regularities of grapheme–color associations in synesthesia」. 
Consciousness and Cognition, 53, pp 122-135. August 2017. 
doi.org/10.1016/j.concog.2017.05.007

Hamada, D., Yamamoto, H., & Saiki, J. 「Database of Synesthetic Color 
Associations for Japanese Kanji」. Behavior Research Methods , 49, pp 242-
257. February 2017 (First online: 07 January 2016). doi:10.3758/s13428-015-
0691-z

お問い合わせ先：心理学研究科院生協議 shinrigakukenkyuka@gmail.com



2017年関西大学大学院学術合同大会  

東アジア文化研究科講演会	 	

	「日中文化交流研究のおもしろさ」	

講師：松村茂樹（大妻女子大学教授）	

日時:2017年11月30日(木)10:00〜12:00		

会場:以文館4階セミナースペース	

	 私は、呉昌碩の研究を四半世紀にわたって行ってきましたが、呉昌碩が「中国最後

の文人」ということで、当時の日本の漢学の素養があった人々が、こぞって交流しよ

うとしたことに気づきました。そして、そのような人々が呉昌碩を中心とする「書画

文墨趣味ネットワーク」を形成し、当時の欧化一辺倒の風潮のアンチテーゼになった

のではないかと考えるに至りました。こういった発見があることは、研究の醍醐味で

あり、おもしろさであります。そういったおもしろさを関西大学の院生の皆さんと共

に考えたいと思います。	 	

	

	 講演者紹介：	

	 	 	
	 	 	 松村	茂樹	

	 (まつむら	しげき)	

現職:大妻女子大学文学部コミュニケ-ション文化学科

教授。筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科中

退、博士(文学、筑波大学)	。専門は中国文化論、ア

ジア太平洋国際交流論。2015年4月より2016年3月まて

、゙ボストン大学客員研究員として米国ボストンに滞

在。ボストン大学アジア研究センターで発表するなど

して、日中米文化交流研究を進めた。

主な著書:書を考える−書の本質とは(単著、二玄社)	、呉昌碩研究(単著、研文出

版)、呉昌碩談論	 −文人と芸術家の間−(単編、柳原出版)、書を探る−王羲之から書

教育まで(単著、アートダイジェスト)、近代中国の文化人と書(単著、研文出版)、

鄭板橋(共著、芸術新聞社)、傅山(共著、芸術新聞社)、遺老が語る故宮博物院(共

訳、二玄社)		

 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 27 2017 

 

         近代のボストン美術館に見る日中米文化交流について 609
 

『初期商務印書館研究』，清末小説研究会，二〇〇

四年．初出は『大阪経大論集』第四十七巻第二号

通巻二三二号，一九九六年）は，これが冤罪であ

ったことを証明している． 
[7] 松村茂樹「長尾雨山が上海で参加した詩会につ

いて」（『日本中国学会報』第六十六集，二〇一四

年）を参照． 
[8] 松村茂樹「長尾雨山と呉昌碩」（『中国文化』第

七十二号，二〇一四年）を参照． 
[9] 筆者がボストン美術館で拝見した記録による．

ボストン美術館には，明治四十三（一九一〇）年

九月十八日付岡崎雪聲与岡倉天心書簡及び

「CATAROGUE of OLD CHINESE BRONZES.」の

下に鉛筆書きで「Okazaki Collection」と記された

岡崎雪聲コレクション古銅器図録（小冊子）が残

されている． 
[10] 筆者がボストン美術館で拝見した記録による． 
[11] 中川忠順，新納忠之助，早崎梗吉の三人は，

一九一一年四月二一日付けで鑑査委員に就任して

いることが，『岡倉天心全集』第七巻（平凡社，一

九八一年）所収の書簡によりわかる． 
[12] 中川忠順「驚く可きボストン美術館」（『現代

名士 絵画清談』第三巻第八号，一九一五年八月十

日）の前書きに，「ボストン美術館に岡倉覚三氏の

後任として二月六日に出かけた東洋美術部顧問中

川忠順氏が五日午後六時半春陽丸で横浜に帰着上

京した」とある． 
 
本研究は，大妻女子大学戦略的個人研究費（課題

番号:S2836）の助成を受けたものである． 
 
Abstract 

 Wu Changshuo’s “Yu-Gu-Wei-Tu与古為徒” Chinese Plaque, on the wall in the area of Oriental arts 
collection in Museum of Fine Arts (MFA), Boston, have been thought Okakura Tenshin, who was the head of 
Chinese and Japanese arts collection of the museum, had asked Wu Changshuo to make it. However, in fact, 
Nagao Uzan (he was a Okakura’s friend and Sinologist who lived in Shanghai,) asked Wu Changshuo as his 
neighbor to write, and put it in a Black Lacquer. Then, he sent it to Okakura in Boston. Since Nagao was 
asked to be an advisory staff at MFA by Okakura at that time, he sent the plaque as an inaugural gift, I think. 
Okaura’s contributions at MFA have been highly regarded, but nobody have mentioned there was cooperation 
by a scholar named Nagao, who had a relationship with Wu Changshuo and inherited the orthodox of 
Sinology. The purpose of this report is analyzing his works and finding out the signification of the cultural 
exchange between Japan, China, and the US, which have achieved success in modern times. 
 

（受付日：2017 年 7 月 6 日，受理日：2017 年 9 月 11 日）

 
 
 

 
松村 茂樹（まつむら しげき） 

現職：大妻女子大学文学部コミュニケ-ション文化学科教授  

 
 
筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科中退 博士(文学，筑波大学) 
専門は中国文化論，アジア太平洋国際交流論．2015 年 4 月より 2016 年 3 月まで，ボストン大学客員

研究員として，米国ボストンに滞在．ボストン大学アジア研究センターで発表するなどして，日中米文

化交流研究を進めた． 
 
主な著書：書を考える−書の本質とは(単著，二玄社) 呉昌碩研究(単著，研文出版) 呉昌碩談論−文人と

芸術家の間−(単編，柳原出版) 書を探る−王羲之から書教育まで(単著，アートダイジェスト) 近代中国

の文化人と書(単著，研文出版) 鄭板橋(共著，芸術新聞社) 傅山(共著，芸術新聞社) 遺老が語る故宮博

物院(共訳，二玄社)  

 



関西大学大学院

経済学研究科01 平成29年12月２日

「企業会計と税務調査」セミナーを開催

企業会計と税務調査に関するセミナーを実施いたします。

三井住友銀行・IBM・オリックスなどの大企業から個人商店まで幅広く

講義、コンサルタント業務を行ってきた経験と、先生ご自身の起業の

体験や経営･税務調査・フィナンシャルプランニングなどの

実務経験をもとに企業会計の視点から講演していただきます。

担当講師：徳重 正宣
経歴：大阪産業大学大学院経済学研究科卒

株式会社 日本経営総研 代表取締役

有限会社 ティーエムエヌ代表取締役

株式会社 TAC講師（税理士 簿記論）

日本FP協会認定講師（TAX･相続事業継承）

Report

Event
開催場所のお知らせ

開催日時：1２月２日（土）

午後３時～５時

開催場所：関西大学大学院

尚文館502教室

ご質問 ：経済学研究科 代表 若林まで



アクセスマップ 

尚文館 4 階・5 階  

法学研究科院生協議会  

文学研究科院生協議会  

経済学研究科院生協議会  

商学研究科院生協議会  

社会学研究科院生協議会  

外国語教育学研究科院生協議会  

心理学研究科院生協議会  

ガバナンス研究科院生協議会 

 

以文館４階セミナースペース  

東アジア文化研究科院生協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

以文館 4階セミナースペース 

尚文館 4・5階 
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